
（１） 2022 年 3 月 7 日（月）	　　　　　　　　　 　  インピーダンス　　　   　　   　　　　　　　　　　　　No.2576

        No. 2576
2022 年 3 月 7 日

　

２
月
27
日
、
新
宿
駅
前

で
「
戦
争
さ
せ
な
い
・
９

条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行

動
実
行
委
員
会
」
の
主
催

で
緊
急
ア
ピ
ー
ル
行
動
が

行
わ
れ
、日
本
共
産
党
、立

憲
民
主
党
、
社
民
党
の
国

ロ
シ
ア
は
即
時
撤
退
せ
よ

　

市
民
と
共
・
立
・
社 

抗
議
宣
伝

　
　
　

小
池
書
記
局
長
が
訴
え

会
議
員
や
法
律
家
、
市
民

連
合
、
宗
教
者
ら
市
民
の

代
表
が
次
々
に
抗
議
し
ま

し
た
。

  

共
産
党
の
小
池
書
記
局

長
は
、
ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ

ン
政
権
の
行
動
は
「
主
権

の
尊
重
」「
領
土
の
保
全
」

「
武
力
行
使
の
禁
止
」を
義

務
付
け
た
国
連
憲
章
に
違

反
す
る
と
指
摘
し
、
ロ
シ

ア
が
攻
撃
さ
れ
れ
ば
核
兵

器
で
応
え
る
と
言
っ
て
い

る
こ
と
は
絶
対
に
許
さ
れ

な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
危
機
に
乗

じ
て
安
倍
元
首
相
な
ど
が

「
国
連
は
無
力
だ
」「
改
憲

す
べ
き
だ
」「
核
兵
器
を
」

と
言
い
募
る
危
険
な
動
き

を
指
摘
。「
武
力
に
武
力
で

立
ち
向
か
え
ば
泥
沼
に
な

ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
め
よ

　

     
世
界
で
日
本
で
抗
議

ノ
ー
ベ
ル
受
賞
者
１
６
５

人
書
簡

　

世
界
各
国
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
者
１
６
５
人
が
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
を
非
難
し
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
国
民
と
、
そ
の
自

由
と
国
家
の
独
立
を
支
援

す
る
と
訴
え
た
公
開
書
簡

を
発
表
。

る
。
犠
牲
に
な
る
の
は
市

民
だ
」
と
批
判
し
、
日
本

は
断
固
と
し
て
日
本
国
憲

法
の
前
文
の
立
場
に
立
つ

べ
き
だ
と
強
調
。「
戦
争
を

止
め
る
力
は
、
世
界
中
の

国
々
と
市
民
が
『
戦
争
を

や
め
ろ
』
と
声
を
上
げ
る

こ
と
だ
。
国
連
憲
章
を
守

れ
、
ロ
シ
ア
は
侵
略
を
や

め
ろ
。
こ
の
一
点
で
力
を

合
わ
せ
よ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

渋谷（２月 26 日）

ホワイトハウス前（2 月 24 日）

駐日ロシア大使館近く（４日）

　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
を
名

指
し
し
て
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
存
在
の
正
統
性
を
根
本

か
ら
否
定
す
る
も
の
だ
」

と
糾
弾
。「
プ
ー
チ
ン
大
統

領
と
そ
の
協
力
者
が
引
き

起
こ
し
た
戦
争
は
、
不
当

で
、
残
虐
で
、
将
来
に
何

も
生
み
出
さ
な
い
」
と
批

判
し
て
い
ま
す
。

核
威
嚇
に
広
島
・
長
崎
市

長
が
抗
議

　

２
月
28
日
、
広
島
市
の

松
井
市
長
と
長
崎
市
の
田

上
市
長
は
連
名
で
プ
ー
チ

ン
大
統
領
に
抗
議
文
を
送

付
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
と
核

兵
器
の
使
用
を
示
唆
し
た

一
連
の
行
為
に
抗
議
。

「『
世
界
中
の
誰
に
も
二
度

と
同
じ
体
験
を
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
』
と
訴
え
て
き

た
被
爆
者
の
切
な
る
思
い

を
踏
み
に
じ
る
も
の
」
と

厳
し
く
批
判
。「
地
球
上

に
、
広
島
、
長
崎
に
続
く

第
三
の
戦
争
被
爆
地
を
生

む
こ
と
は
絶
対
に
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

ロ
シ
ア
科
学
者
と
科
学

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
「
侵
攻

反
対
」
の
公
開
書
簡
発
表

　

書
簡
は
、
今
回
の
戦
争

は
「
不
公
正
で
、
は
っ
き

り
言
っ
て
無
意
味
だ
」「
欧

州
で
新
た
な
戦
争
を
引
き

起
こ
し
た
責
任
は
、
ひ
と

え
に
ロ
シ
ア
に
あ
る
」
と

批
判
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア

が
「
ナ
チ
ズ
ム
に
対
抗
し

と
指
摘
。「
ロ
シ
ア
が
世
界

か
ら
孤
立
し
て
し
ま
え
ば
、

わ
が
国
は
文
化
的
に
も
技

術
的
に
も
い
っ
そ
う
衰
退

す
る
」
と
懸
念
を
示
し
ま

し
た
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
に
抗
議
す
る

日
本
科
学
者
会
議
武
蔵
野
通

研
分
会
幹
事
会

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
と

領
土
を
侵
す
侵
略
行
為
で

あ
り
、
断
じ
て
許
す
こ
と

は
出
来
な
い
。
強
く
抗
議

し
、
た
だ
ち
に
軍
事
行
動

を
や
め
、
撤
退
す
る
こ
と

を
強
く
求
め
る
。

　

さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
が
核

兵
器
大
国
で
あ
る
こ
と
を

誇
示
し
た
こ
と
は
、
世
界

に
対
す
る
威
嚇
で
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で

は
な
い
。
私
た
ち
は
、
強

く
糾
弾
す
る
。

て
共
に
た
た
か
っ
た
」
歴

史
に
触
れ
、
プ
ー
チ
ン
政

権
が
「
地
政
学
的
野
望
の

た
め
に
戦
争
を
始
め
る
こ

と
は
、
父
祖
の
記
憶
を
裏

切
る
も
の
だ
」「
戦
争
を
起

こ
す
こ
と
で
、
ロ
シ
ア
は

国
際
的
に
孤
立
し
、
な
ら

ず
者
国
家
の
状
態
に
自
ら

を
追
い
込
ん
だ
」
と
指
摘

し
ま
し
た
。

　

書
簡
は
、
戦
争
の
結
果
、

科
学
者
と
し
て
「
普
通
に

仕
事
が
で
き
な
く
な
る
」
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ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
。「
学
校
や
住
宅
が
攻

撃
さ
れ
て
い
る
」「
市
民
へ

の
無
差
別
攻
撃
で
は
な
い

か
」「
欧
州
最
大
級
の
原
発

が
攻
撃
さ
れ
た
。
あ
り
え

な
い
攻
撃
だ
」「
３
日
、２

回
目
の
停
戦
協
議
が
行
わ

れ
た
が
大
き
な
進
展
は
な

か
っ
た
」「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
の
避
難
者
が
１
週
間
で

１
０
０
万
人
に
達
し
た
」

「
国
連
総
会
が
軍
の
完
全

撤
退
な
ど
を
ロ
シ
ア
に
求

め
る
非
難
決
議
を
１
４
１

カ
国
の
賛
成
多
数
で
採
択

し
た
」「
国
際
刑
事
裁
判
所

が
戦
争
犯
罪
の
捜
査
を
開

始
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

安
倍
元
首
相
や
日
本
維

新
の
会
の
松
井
代
表
ら
の

「
核
兵
器
の
共
有
」
発
言

（
２
月
28
日
）。「
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
便
乗

し
た
核
武
装
論
は
許
せ
な

い
」「
非
核
三
原
則
に
反
す

る
大
問
題
、
撤
回
す
べ
き

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
シ

ス
テ
ム
研
究
所
の
一
部
組

織
見
直
し
。「
業
務
と
対
象

設
備
で
編
成
し
て
い
た
グ

ル
ー
プ
か
ら
ミ
ッ
シ
ョ
ン

別
の
編
成
に
な
る
」「
４
月

１
日
実
施
予
定
」

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
８
年

間
は
、
人
件
費
を
削
減
し

て
目
先
の
利
益
増
を
目
指

す
新
自
由
主
義
的
経
営
が

横
行
し
、
資
本
金
10
億
円

以
上
の
大
企
業
の
内
部
留

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
増
え
た
大
企
業
の

内
部
留
保
に
適
正
な
課
税
を

    

大
企
業
優
遇
の
減
税
を
た
だ
し
、
内
部
留
保
を
賃
上

    

げ
と
「
グ
リ
ー
ン
投
資
」
な
ど
国
内
投
資
に

  　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
が
提
案

保
は
１
３
０
兆
円
増
え
て

４
６
６
兆
円
、
こ
れ
が
日

本
経
済
に
還
流
し
て
い
ま

せ
ん
。
一
方
、
働
く
人
の

実
質
賃
金
は
年
収
22
万
円

も
減
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
本
経
済
の
ゆ
が

み
を
正
す
た
め
に
は
、
巨

額
の
内
部
留
保
の
還
元
が

必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
日
本
共

産
党
は
資
本
金
10
億
円
以

上
の
大
企
業
に
、
２
０
１

２
年
以
降
に
増
え
た
内
部

留
保
額
に
毎
年
２
％
、
５

年
間
で
10
％
の
時
限
的
課

税
を
行
う
こ
と
を
提
案
し

ま
し
た
（
別
掲
）。

原子レベルの磁場
　　　直接観察に初成功
東京大学と日本電子 ( 株 ) の研究チーム

科学誌『ネイチャー』電子版（９日付）

　

東
京
大
学
と
電
子
顕
微

鏡
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
研
究

チ
ー
ム
が
、
独
自
に
開
発

し
た
高
性
能
な
電
子
顕
微

鏡
「
原
子
分
解
能
磁
場
フ

リ
ー
電
子
顕
微
鏡
」
を
使

い
、
磁
石
の
起
源
で
あ
る

原
子
レ
ベ
ル
の
磁
場
を
世

界
で
初
め
て
直
接
観
察
に

成
功
し
ま
し
た
。

　

観
察
対
象
は
鉄
鉱
石
の

一
種
の
赤
鉄
鉱
結
晶
中
の

鉄
原
子
。
こ
の
結
晶
は
鉄

原
子
の
層
と
酸
素
原
子
の

層
が
交
互
に
積
み
重
な
っ

て
い
ま
す
。
鉄
原
子
の
層

だ
け
に
注
目
す
る
と
、
原

子
一
つ
ず
つ
の
磁
場
の
向

き
が
水
平
に
同
じ
方
向
に

そ
ろ
っ
て
お
り
、
一
層
ご

と
に
向
き
が
反
転
し
て
い

る
様
子
を
観
察
で
き
ま
し

た
。
大
幅
に
冷
却
す
る
と
、

磁
場
の
向
き
が
90
度
回
転

し
て
垂
直
と
な
り
、
理
論

計
算
の
結
果
と
一
致
し
ま

し
た
。

末
行
事
に
よ
る
感
染
再
拡

大
に
警
戒
を
呼
び
か
け

た
」「
２
日
、尾
身
会
長
が

感
染
減
少
の
鈍
化
は
３
回

目
接
種
遅
れ
も
関
係
し
て

い
る
と
指
摘
し
た
」「
政
府

は
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
を
18
都
道
府
県
で
３

月
21
日
ま
で
延
長
、
13
県

は
期
限
の
６
日
で
解
除
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
阪
・
び
わ
湖
毎
日
マ

ラ
ソ
ン
統
合
大
会
で
星
岳

選
手
が
優
勝
（
２
月
27

日
）。「
初
マ
ラ
ソ
ン
で
２

時
間
７
分
31
秒
。
日
本
選

手
最
高
記
録
で
の
優
勝
に

は
驚
い
た
」「
今
夏
の
米
オ

レ
ゴ
ン
州
で
の
世
界
選
手

権
代
表
候
補
に
な
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ス
キ
ー
Ｗ
杯
ジ
ャ
ン
プ

女
子
第
14
戦
。
高
梨
沙
羅

選
手
が
北
京
五
輪
後
の
復

帰
初
戦
で
優
勝
。「
自
ら
が

持
つ
Ｗ
杯
男
女
歴
代
最
多

勝
利
数
を
62
に
更
新
し

た
」「
五
輪
の
悪
夢
を
乗
り

越
え
復
活
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
農
家
の
庭
先
に
咲
く

梅
の
古
木
が
見
ご
ろ
を
迎

え
た
」「
例
年
に
比
べ
10
日

ほ
ど
遅
い
と
の
こ
と
。
白

い
小
さ
な
花
に
春
を
感
じ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
４
日
、東
京
都
の
新
た
な

感
染
者
は
１
万
５
１
７
人
。

高
止
ま
り
に
な
っ
て
い

る
」「
都
の
専
門
家
会
議

が
、
歓
送
迎
会
や
卒
業
記

念
パ
ー
テ
ィ
な
ど
の
年
度

米国サッカー女子代表
男女賃金差別に「勝利」

　

米
国
サ
ッ
カ
ー
女
子
代

表
チ
ー
ム
は
２
月
22
日
、

男
女
賃
金
格
差
の
解
消
を

求
め
た
訴
訟
で
、
米
国

サ
ッ
カ
ー
連
盟
と
和
解
・

勝
利
し
ま
し
た
。

　

米
国
サ
ッ
カ
ー
連
盟
は

今
後
、
W
杯
を
含
む
各
大

会
等
で
男
子
代
表
チ
ー
ム

と
同
額
の
賃
金
を
保
障
。

ま
た
、
和
解
金
の
支
払
い

と
引
退
後
の
選
手
支
援
の

た
め
の
基
金
設
立
で
合
意

し
ま
し
た
。


